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砂丘地の生産力増進に関する研究
（矛／報） 甘藷の 月巴料試験

小柴尚博、十川博、岡田惇 （土壌肥料学研究室）

Naoh1ro　KOSHIBA，H1ros趾SOGAWA　and．Tsutomu　OKADA

　Studies　on　the　Increase　of　Producti∀ity　of　tbe　Sandlh111

　　　　（1）　　Fert111z1ng　e叉per1ments　for　sweet　potato

　　　　　　　　　繕　　　　言

　砂丘地と称せられる土地は全国に数多く，島根県に於

ても4，400町歩存在し，其の内既耕地2，000町歩，未耕地

2，400町歩の割合になつている。この砂丘地は殆ど海岸

沿いの交通便利な場所に在g1一耕種面の改善策が確立す

れぱ，急速に開拓され，又は生産の増進がなされ得る可

能性がある。

　砂丘地に於げる飛砂防止，防風，灌激等の土木的研究

或は施策は既に数多くなされ，又現在も進行しつ上あ

る。これに附随して耕種の改善が行われなげれぱならな

い。耕種に関する研究成績も数多く見られるが，我々は

これを再検討し，土壌肥料学的立場より生産力増進に関

係ある事柄を研究しようとするものである。

　先づ矛一に島根県に於げる砂丘地の施肥改善を目標

に，三要素の内特に重要と考えられる窒素肥料の試験を

砂丘地夏作物として最も多く作付される甘藷につき’行つ

たので報告する。

　　　　　　　　試　　　　験

昭秤30年本学神西農場に於て圃場試験を行つた・

〔土壌の牲質〕

試験圃場の土壌の器械分析結果は矛1表の如くであ

り，土壌容水量は16．60％であつた。

　　　矛／表　土壊の機械的組成

〔試駿区〕

　試験区は，固形肥料，硫カロ燐安，慣行，尿素，硫安，

硝安の6区とし，乱塊法により矛3表の如く配置した。

その内半分には珪酸苦土石灰を使用した。

　　　　　矛ろ表　試験区の配置

紬　土　百　分 申　　％

粗　　砂

75．5

細　　砂 微砂1粘土
14．0　　　　　　6．0　　　　　　4．5

化学的性質は矛2表の如くである。

　　　　　　　矛2表　土壌の化学的性質
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㌧■■■、一
、ブロヅクA ブロヅクB ブロヅクC ブロヅクD

　但しブロヅクA及びCには珪酸苦土石灰を使用した。

　固形肥料は目本肥糧株式会杜製「ちから粒状固形肥料

1号」を用い，硫加燐安は新日本窒素肥料株式会社製の

「硫加燐安429」を使用した。

　施肥量は慣行区以外はすべてN，P205ヲK20として

反当り1．5貫，1．5貫，2．5貫施用し，P205，K20の不足

量は過石，塩加で与えた。慣行区は1N，P205，K20を

反当08貫，064貫，25貫づつを硫安，過石，塩加で与

えた。

　施肥はすべて基肥のみとした。

　珪酸苦土石灰施用ブロツクは各区共に反当り80貫施用

し，堆肥は全区反当200貴づ上施した。

〔耕種概要〕

　甘藷晶種は農林2号，植付は6月18目，梅け距離は，

2．0尺x1．5尺，牧穫は10月22日，1区面積は8坪で6畦

よりなる。

　　　　　　　〔天候〕
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2．21

　本年は7月，8月に降雨少く，異常な

暑さがつ“・たので実験圃場附近の畑で

枯死するものも多かつた。本試験圃は水

利悪く灌水は全然行わなかつたので平年
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に於げる場合と甘藷の生育が多少異り，牧

量も少かつた。本年の降雨量を平均降雨量

と此較すると，5月66m1m，6月34血m一，

8月751m皿少く，7月に94㎜㎜多くなつて

いる。特に8月には僅に／日だけより降雨

がなかつたのは甘藷の生育に大ぎな障害と

なつ牟。

矛6表 蔓　の　．牧　量

　　　　試験の結果
10月22目全牧穫の内，藷及び茎葉につい

て調査した緒果は矛4～矛7表の如くであ

る。

　　　　　　矛4表　藷　の　牧

＼＼石灰の有無肥ダブロの種類＼＼ツニ

鐘酸苦土石灰施用 無施用

L■岬
計

1’2 小計

固杉肥’料区 、5，743．6イ 9．35 2，402．60 5．00 14．35

硫加燐安区 4，621．8ア 6．49 2，961．95 4．91 11．40

慣行　区 5，602．67 8．27 1，921．88 3．80 ／2．07

尿　素　区 16・622－59 9．2／ 2，432．1／ 4．54 13．75

硫安　区 5，411．65 7．06 2，322．ろ5 4．67 11．73

硝安　区 ■6，372．19 8．56 2，032．46 4．49 13．05

計 34．3614．58 48．94 ／4．0613．35 27．41 76．35

但し数字は8坪当…り貫で示す。■川……一■■■㎞…H　■………㎞山

1。。。1

1173
1…　1

7635

但し竿字は8坪当り貫で示丸…■

　量　　　　　　　　以上の結果を分散分析せるものは矛7表

・。　石灰の有無
＼ 珪酸苦土石灰施用 無　施．用

肥ペブロの種紅＼ゼニ 計
1　　2 小計 1　　2 小計

固形肥料区 7，425．71 13．13 4，645．39 10．03 23．16

硫加燐安区 8，915．20 14．1／ 5，074．58 9．65 23．76

慣　行　区 7，205．01 ’12．21 3，603．28 6．88 ／9．09

尿　素　・区 6，674．45 11．12 4，804．35 9，15 20，27

硫　安　区 6，453．92 10．37 4，134．48 8．61 18．98

硝　安　区 7，044．37 11．4／ 4，485．01 9．49 20．90

計 43．6928．66 72．35 26．7227．09 55．8／ 126．／6

2376
／909

の如くである。

’貝口ち蔓の牧量は肥料の種類により変化を

示さなかつた。ブロソク間の関係は藷の場

合と同様である。

但し数字は8坪当り貫で示す。

以上の結果を分散分析せるものは矛5表の如くである。

　　　　矛5表　藷の分散分析繕果

　　　　要　　　約
　砂丘地に於げる施肥改善の基礎的研究と

して，5種類の窒素肥料を用い，6試験区

を設げて窒素の肥効試験を行つた。併せて

珪酸苦土石灰をも使用した。

矛7表　　蔓の分散分析結果

要　　　　因 F F　　　表（0．05）　（0．01）

処 小　　　　　計 5．42 3．33　　∵

理 I　　群・内 0．26 4，96　　　一
別
間 皿　　群　　内 ／．16 3．71　　　一

両　　群　　間 23．37 一　　10．04

ブ 小　　　　計． ／9．73 一　　6．55

口 珪酸苦土石灰群内 33．61 一　　10．04
ツ
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、間 両　　群　　間 25．57 一　　↑0．04
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処　　理　　別　　間

ブ
ロ

ツ

ク

問

1004

小　　　　　計
珪酸苦土石灰施用群内

無施用群内
両片　群　　間

珪酸苦土石灰施用の有無
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但し、I群　固形肥料区，硫加燐安区

　　皿群慣行区，尿素区，硫安区，硝安区

　即ち固形肥料区及ぴ硫加燐安区は他の区より藷の牧量

が多くなつたがI群内及び皿群内に於ては有意差を認め

なかつた。珪酸苦土石灰の効果に関してはブロヅク問の

差が大ぎく，未だ不明である、

　その結果，砂丘地年は5種類の肥料δ内，固形肥料，

硫加燐安区の藷の牧量が木であつたが，蔓については有

意差を認めなかつた。瑳酸苦土石灰の施用効果について　’

は明瞭な結果を得なかつた、

　本年の天侯は異常であり，例年の如ぎ土壌状態が期待

出来なかつたので，更に追試の必要があると考えられる

が，神西農場の如き極端な砂土に於ては，化成肥料，固

形肥料の如ぎものが，考慮されなけれぱならないと言え

る。

　本試験に当り，御援助下さつた天野農場戻始め農場廉

員の方々に謝思を表します。
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SUMMARY 
This study was carrred out for the purpose of 

increasing the production of sweet potato in the 

sandhill 

Using five kinds of fertilizers, Ammonium sulp-

hate, ammomum nitrate, urea, solid fertilizer and 

synthetic fertilizer, we performed experiments of 

nitrogen effect upon sweet potato. All fertilizers 

used contained 1.5 Kan per Tan nitrogen, but ano-

ther experiment was made with ammonium sulphate 

contammg 0.8 Kan per Tan 

By random method, the field was divided into 

four blocks, 'each of which consisted of six plots 

respectively, with one of the five kinds of ferti-

lizers given. And two of the four blocks were 

dressed by slag. . 

As a result of the experiments, the yield of 

sweet potatoes was increased in the plots of solid 

and synthetic fertilizers, but there was no differ-

ence between all six plots in the growth of leaves 

and stems. 
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